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２ 検討課題

４ 検討会の委員（１２名）

１．発災後の効果的な情報管理体制と災害対応体制のあり方

２．災害（津波を含む）発生状況に応じた活動方針（安全管理を含む）と、その決定時

期及び方針決定のための判断要素

３．大規模災害発生時の部隊運用方策

４．消防団等との情報共有と連携のあり方

５．震災時に必要となる事前計画等の対策

６．その他必要事項

３ スケジュール

東日本大震災においては、災害が複合的かつ同時多発したが、各消防本部は県内か

らの応援隊や緊急消防援助隊が到着するまでの間、限られた消防力での対応を求めら

れた上、消防活動は、職員、消防庁舎及び消防用車両へ多大な被害を受けた状況下で

行われた。

これらのことを踏まえ、災害初期における対応策を中心に、大規模災害発生時におけ

る消防本部の効果的な活動のあり方や職員の安全対策を含め、消防本部が具体的に

とるべき方策等について検討を行う。

第１回検討会 平成２３年１１月３０日(水)
第２回検討会 平成２４年１月１９日(木)
第３回検討会 平成２４年２月３日(金)
第４回検討会 平成２３年２月２７日(月)
第５回検討会 平成２３年３月２２日(木)
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